
まま

プ
ラ
ス

ち
話
題

国
東
高
校
生
が

全
国
大
会
出
場
を
報
告

７
月
５
日

　全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
︵
７
月
下
旬
か
ら
中
国
地
方
で

開
催
︶
に
出
場
す
る
柔
道
部
・
陸

上
部
・
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

部
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

︵
広
島
県
︶
に
出
場
す
る
文
芸
部

と
将
棋
部
の
生
徒
が
、
市
長
に
報

告
に
訪
れ
ま
し
た
。
ウ
エ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
と
将
棋
の
団
体
で

は
初
出
場
。
各
部
の
代
表
が
三
河

市
長
に
全
国
大
会
で
の
活
躍
を

力
強
く
約
束
し
ま
し
た
。

阿
部
悦
男
さ
ん
に

林
野
庁
長
官
賞

７
月
５
日

自
衛
官
募
集
相
談
員
の

み
な
さ
ん
で
す

７
月
６
日

　大
分
県
乾
椎
茸
品
評
会
の
箱

物
香
信
の
部
で
林
野
庁
長
官
賞

を
受
賞
し
た
阿
部
悦
男
さ
ん
︵
安

岐
町
山
口
︶
が
、
妻
の
光
子
さ
ん

と
共
に
市
役
所
を
訪
れ
、
三
河

市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。
阿
部

さ
ん
は
、﹁
栽
培
を
始
め
て
10
年

で
受
賞
で
き
た
こ
と
は
非
常
に

嬉
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
、

さ
ら
に
上
を
目
指
し
て
行
き
た

い
﹂
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　平
成
28
年
度
国
東
市
自
衛
官

募
集
相
談
員
の
委
嘱
式
が
行
わ

れ
、
三
河
市
長
か
ら
５
名
の
相

談
員
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
地
域
の
事
情
に
精
通
す

る
相
談
員
の
み
な
さ
ん
に
は
、

自
衛
隊
志
願
者
に
関
す
る
情
報

提
供
や
自
衛
官
募
集
に
対
す
る

援
助
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
丸
德
子
さ
ん
に

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

７
月
15
日

　人
権
擁
護
委
員
を
退
任
さ
れ
た
市

丸
德
子
さ
ん
︵
国
見
町
岐
部
︶
へ
、

法
務
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
の
伝
達
式

が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
丸

さ
ん
は
、
２
期
６
年
人
権
擁
護
委
員

を
務
め
ら
れ
、
子
ど
も
の
人
権
や
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
市
丸
さ
ん
は
﹁
い
ろ
ん

な
人
と
知
り
合
え
、
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
も
ら
い
、
感
謝
し
て
い
ま
す
﹂

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

園
児
が

未
来
の
商
店
街
を
描
く

７
月
15
日

　国
東
こ
ど
も
園
の
年
長
組
１９

名
は
、
近
く
に
あ
る
鶴
川
商
店
街

の
理
想
の
将
来
像
を
、
６
月
か
ら

描
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

国
見
在
住
の
画
家 

廣
岡
茂
樹
さ

ん
の
指
導
の
下
、
絵
の
仕
上
げ
作

業
を
し
ま
し
た
。
完
成
し
た
作
品

は
、８
月
16
日
に
開
催
さ
れ
る
Ｋ

ト
ラ
夜
市
の
中
で
、
活
気
の
あ
っ

た
頃
の
鶴
川
商
店
街
の
写
真
と

併
せ
て
展
示
さ
れ
、
鶴
川
タ
イ
ム

ト
ラ
ベ
ル
展
と
し
て
無
料
で
観

覧
で
き
ま
す
。

叙勲等受章者叙勲等受章者 長年にわたる功績や多大なる貢献が認められ、国東市から
次の方々 が受章しました。おめでとうございます。

死亡叙勲褒　　章

旭日単光章紺綬褒章遺族追賞（紺綬褒章）

大分県社会教育委員連絡協議会表彰

元国東町議会議長

旧国東町議会議員を18年11か月半務め、
国東市の地方自治発展に貢献されました。

社会教育委員の他にも地区公民館長や主任児童委員を歴任し、社会教育推進のみ
ならず、多方面に多大な貢献をしていることが認められ、表彰されました。

昨年7月に3000万円を国東市へ寄附され、
市政振興に多大な貢献をされました。

昨年7月に、私費で整備した「くにさき公園」を国東市
へ寄贈され、市政振興に多大な貢献をされた故人
「長峯美和子さん」に代わって遺族に章が贈られました。

清末  諭さん(国東町原）

小田  達子さん（安岐町馬場）

長峯  雅裕さん(国東町田深） 重吉  公生さん（国東町小原）

コメント 長男：栄次さん
地域の方々のご支援とご協力により章
を賜りありがとうございます。受章した
ことを仏前に報告したいと思います。

コメント 長男：雅裕さん
昨年11月に亡くなった母は、たくさんの方に憩い
の場所として利用してもらうことを望んでいまし
た。受章したことを仏前に報告したいと思います。

コメント
生まれた郷里の繁栄に少しでも貢献できれ
ばと寄附させていただきました。有効に活
用していただけることを期待しています。

　現在、事務局のある豊後高田市商工観光課で、六郷満山開山1300年祭を盛り上げるための準備
を進めています。
　これから、六郷満山1300年祭の情報を、定期的にお伝えしていきたいと思います。連載の第１回目
は、当実行委員会の設立の経緯をご紹介します。その前に、キャンペーンの主役となる六郷満山につい
てご説明します。六郷満山とは国東半島地域の寺院の総称であり、その多くの寺院が八幡神の化身と
いわれる仁聞菩薩によって養老2年（718年）に開かれたと伝わっています。つまり、2年後の平成30年
（2018年）がちょうど六郷満山開山1300年の節目を迎えることになります。単純に比較はできません
が、あの弘法大師空海が高野山を開いたのが1200年前ですから、六郷満山の歴史の重みは地域の自慢
といってもよいでしょう。
　国東半島地域にとって、この1300年の節目は千載一遇の観光振興のチャンスです。そこで、大分県
と関係市町村（国東市・豊後高田市・宇佐市・杵築市・日出町・姫島村）の官民が一体となって国東半島の
観光振興と地域活性化を図るべく大型誘客キャンペーンを行うことになりました。こうして今年4月
21日に当実行委員会が設立され、2年後の本番に向けて動き出したところです。今年度の事業は、キャ
ンペーンのイベントや広告宣伝、観光ガイドの育成、インバウンド（外国人旅行者）対策などが予定さ
れています。地域のみなさんのお力添えなくしてキャンペーンの成功はありえませんので、ご協力よ
ろしくお願いいたします。

みなさんこんにちは、宇佐国東半島・六郷満山開山1300年
誘客キャンペーン実行委員会事務局の矢野千城です。

たてき

「六郷満山開山1300年祭への誘い通信①」

にんもん ぼ さつ

問合先　六郷満山開山1300年祭事務局　TEL0978-22-3100
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